
家でも外でも基本的対策を徹底

夏休みシーズン

神奈川県埼玉県 千葉県 東京都

都県境を越える移動は極力控えて

食事は少人数･短時間。路上飲みはやめて

オリンピックはご自宅で応援を

○ 人流の増加、デルタ株の急速な拡大

○ 新規感染者数の顕著な増加

依然として高い若者の感染割合
中高年の入院・重症者数が増加傾向

ご自身や大切な人の命を守る夏に



 

 

 

 

 

 

１都３県共同メッセージに関する知事コメントについて 

 

このたび、１都３県で共同メッセージを発信するにあたり、下記のと

おり、知事のコメントをお知らせいたします。 

 

記 

 

  夏休みシーズンを迎え、本来であれば、多くの方が旅行や帰省、レジ

ャーなどのイベントに心を弾ませ、行動が活発になる時期です。 

しかし、今、１都３県では、人流の増加や感染力が強いデルタ株の急

速な拡大の影響もあり、20～30 代の若者を中心に、新規感染者数が急増

しております。また、中高年の入院・重症者数も増加傾向にあるなど、

予断を許さない状況が続いています。 

このままでは、更なる対策を講じることで、爆発的な感染拡大や医療

提供体制の逼迫を食い止めることを検討せざるを得ません。 

  皆様には、これまでも長きにわたり、多大なご協力をいただいてきま

したが、感染急増の非常事態にあるとの危機感の下、この夏は、家でも

外でも基本的な対策を実践し、生活に必要な場合を除き、都県境を越え

る移動は控えるなど、リスクの高い行動を徹底的に避けていただきたい

と存じます。 

  「外出を控えること」「マスクをすること」「手洗い消毒をすること」、

こうした一人ひとりの小さな行動の積み重ねが、ご自身や大切な人の

命・生活を守ることにつながります。来年こそは夏を思い切り楽しむた

め、皆様の引き続きのご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 

東京都知事  小 池 百合子  埼玉県知事  大 野 元 裕 

千葉県知事  熊 谷 俊 人  神奈川県知事 黒 岩 祐 治 

令和３年７月２１日 

 

本件については、東京都、埼玉県、 

千葉県、神奈川県で同時発表しています。 



別紙 

夏休み期間中の感染拡大を防ぐために 

令 和 ３ 年 7 月 1 6 日 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 

感染症対策分科会会長談話 
 

現在、東京都を中心とした大都市では感染者数の増加傾向が明確になり、更なる

感染拡大の可能性が高まっています。一方、ワクチンの接種はかなりのスピードで進

んでいます。 

しかし、7月から 8月下旬にかけての２ヶ月は、４連休、夏季休暇、お盆、オリンピッ

ク・パラリンピックなどが集中するため、１年以上の新型コロナウイルスとの闘いにお

いて、正に山場だと考えています。 

この山場を乗り越えるためには、緊急事態宣言の期間中に感染拡大を少しでも抑

えることが求められています。 

 

皆さんへのお願い 

夏休み期間中の感染拡大を防ぐため、少しでも体の具合が悪い場合には医療機

関に相談するなど、これまでお願いしてきた基本的な感染防止策に加え、特に以下

の３点をお願いします。 
 

[Ⅰ] 都道府県を越えた移動は控えめに 

この期間には都道府県を越えた移動はできるだけ避けてください。ただし、都道府

県を越えた移動がどうしても必要な場合には、小規模分散型でお願いします。また、

ワクチン接種を２回受けた故郷の高齢者と会う場合でも、ご自身の感染予防を２週間

ほど前から十分した上で会ってください。 
 

[Ⅱ] 普段会わない人や大人数・長時間での飲食は控えめに 

この時期には普段会わない人や大人数・長時間での飲食は控えてください。ただし、

外食する場合には、自治体が認証した飲食店をなるべく選んでください。また、自宅

での大人数の食事会や路上飲みは慎んでください。 

 

[Ⅲ] オリンピックの応援は自宅で 

本来であれば会場内外で選手を応援したいところですが、今の状況においては、

家族など普段から会う人と家で応援してください。広場や路上、飲食店等での大人数

での応援は控えてください。 

 

※なお、今後数か月で期待されるワクチン接種率の向上が、①感染レベルや医療負荷に如
何なる影響をもたらすのか、その上で、②人々の生活がどのように変わるのか、また、③そ
の他の科学技術と組み合わせることでどのような展望が更に開けるのか、につき、今回の
緊急事態宣言の期間が終了する前には分科会として考え方をまとめたいと思います。 


